
 

 

ミツバ水耕栽培における液体ケイ酸カリ肥料の添加が生育及び
硝酸イオン濃度に及ぼす影響

中原 光久（九州電力㈱総合研究所）

緒 言

イネ科植物等ではケイ酸の生育や品質への効果は認められている。そのため，本試験
では，水耕ミツバを対象として，液体ケイ酸カリ肥料(以下Si)添加による生育及び硝酸イオ
ン濃度への影響について試験を行ったので，その結果について報告する．

近年，消費者の農産物に対する安全・安

心に関心が高く，既に，ＥＵ諸国では葉菜
類の硝酸イオン濃度に規制がある．国内で
も諸団体(生産団体や消費者団体)から同
様な動きがあり，農産物の安全性について
の関心が非常に高い．そのため，生産場面
でもトレーサビリティ及び農産物の成分まで
含め栽培技術管理が必要である．

これまで，低硝酸化野菜生産のために

は，培養液組成の見直し及び生育後期に
無窒素培養液に切り替えなど行い，硝酸
イオンの低減化は可能であるが，逆に生
育の抑制が認められた．

試験状況

● 試験には硬質フィルムハウス内の循環式水耕栽培装置(ホームハイ
ポニカ:61×62cm，培養液量50L)を用い，ミツバ‘先覚’を供試．
● 播種：2004年10月14日，定植：11月1日
● 試験区分：4水準（①EC1.7+ Si7ppm，②EC2.3+ Si37ppm，③
EC3.2+Si7ppm，④対照区EC3.2）とし，各50キューブ/ベッド
● 肥料は，大塚ハウス肥料1号，2号をベースとし，各濃度で調製し，
原水は上水に液体ケイ酸カリ肥料を溶解し，その後各肥料を調製．
● 試験期間中の培養液管理は栽培期間中のpH・ECは無調整とし，培
養液の補水は行わなかった．

材料及び方法

最終調査時の生育状況

結果及び考察

●定植後39日目調査時の生育状況を図１及び表1に示す．地上部生体重は，EC1.7+Si7ppm，
EC2.3+Si7ppm，EC3.2標準，EC1.5，EC3.2+Si7ppmの順で，絶対値で標準区と比較すると，最大は
EC1.7+Si7ppm区で112％増であり，EC3.2+Si7ppm区を除き標準区以上の生育であった(統計上優
位差なし)．EC3.2+Si7ppm倍区については，根痛み(原水に上水使用）から一時的に生育の停滞
があったため，他の区より生育量が低下した．
●草丈についても生体重と同様な傾向が認められた．
●硝酸イオン濃度については， EC低下の効果かSi添加の効果か判明できないが，ECを下げたSi
添加区の生育が標準区を上回っており，また，硝酸イオン濃度が低減したことで，Si添加による硝
酸イオンの低減効果は認められたものとみなせた．

今回供試した液体ケイ酸
カリ肥料(Si22)

試験１ Ｓｉ濃度(7ppm）でのＥＣ濃度の違いによる影響試験

試 験 ２ Ｓ ｉ 濃 度 及 び Ｅ Ｃ 濃 度 の 違 い に よ る 影 響 試 験
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地上部 色相と彩度

総重量 調製重 L a b H°

EC3.2(標準） 29.6±0.84 23.5±1.99 16.1 8020 37.2±1.66 39.56 -14.9 19.71 127.0 2.1

EC3.2-Si7ppm 25.2±1.48 21.9±2.17 16.6 6930 38.0±1.22 38.74 -14.5 20.09 125.8 2.0

EC2.3-Si7ppm 30.8±1.10 25.9±3.03 18.6 6630 36.5±0.60 41.16 -15.2 20.10 127.0 2.2

EC1.7-Si7ppm 31.0±0.50 26.4±2.54 19.4 5350 36.6±2.12 42.73 -16.9 23.65 125.5 2.0

EC1.5 29.8±1.04 23.7±2.47 14.0 5710 30.8±1.65 43.65 -18.4 26.23 125.0 1.8

糖度
硝酸ｲｵﾝ
(ppm)

SPAD区 分 草 丈

表１ Ｓｉ濃度(7ppm）でのＥＣ(培養液濃度)変化による生育及び硝酸イオンへの影響

図１ 各試験区間での地上部生体重への影響

図２ 各試験区間での硝酸イオン濃度への影響
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図３ ｐＨの経時変化

材料及び方法 結果及び考察

● 試験１同様の装置で，2005年1月18日に播種し，2月9日に定植．
● 試験区分は，7水準〔①EC1.0+Si 7ｐｐｍ，②EC1.3+Si 22ppm，③
EC1.3+Si７ｐｐｍ，④EC1.3(対照区)，⑤EC1.7+Si２２ｐｐｍ，⑥EC1.7+Si 
２２ppm，⑦EC1.7(対照区)〕とし，各50キューブ/ベッドとした．原水は
井水を使用し試験期間中の培養液管理は実験開始時にpHを6.3～
6.5に調製し，その後，実験期間中のpH・ECは無調整とした．
● 温度管理は夜間最低温度14℃とし，昼間は30℃を目標とし換気し
た．培養液温度は無制御(成り行き)とした．培養液のpH・ECは毎日
測定し，また，培養液は定植後33日目に各試験区10L補給した．

● 地上部生体重はEC1.7+Si7ppm区が勝り，次いでEC1.3+Si7ppm区，EC1.7対照区，
EC1.7+Si22ppm区，EC1.3+Si22ppm区EC1.3対照区，EC1.0+Si７ｐｐｍ区の順となった．
● 各EC濃度区での比較では，EC1.3区及び1.7区共にSi７ｐｐｍ区が勝り，次いでSi２２ｐｐｍ区，対
照区の順であり，Si添加で生育が勝る傾向が認められた．また，乾物重でも同様な傾向であった．
草丈については，EC1.3+Si７ｐｐｍ区が最大を示し，ECが低いほど低くなる傾向が認められた．
● 培養液濃度及びSi濃度条件での葉内硝酸イオン濃度測定結果を図5に示す．EC1.3及び1.7区
共に，Siを添加することで硝酸イオンの低減が認められた．また，Si濃度では，22ppm区は対照
区よりやや低減するが，7ppm区は11～13%低減した．このことから，生育量はSi添加による増大
が認められ，硝酸イオン濃度が低下したことで，Si添加による効果が認められた．

以上の結果から，EC1.3及び1.7区共に，Siを添加することで硝酸イオンの低下が認められた。また，Si濃度では，22ppm区は対照区よりやや低下するが，7ppm区
は11～13%低下した．このことから，生育量はSi添加による増大が認められ，硝酸イオン濃度は低減したことで，Si添加による効果が認められた．生育では，
EC1.3,1.7区共にSi7ppm区が最大の生育を示した．また，品質面でもSiを添加し，EC1.0dS/mでも遜色の無い品質であった．以上のように，Si添加することで，硝酸イ
オンの低下が確認でき，また，生育も促進された．
さらに，ケイ酸は菌に対して抑菌効果があるという報告もある．そのため，水耕栽培では，特に，夏季高温時に根腐れが発生しているため，ケイ酸の抑菌効果及
び硝酸イオンの変動等について今後，試験を行う予定である．
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0.888 125.419.8-14.0840.239.117.48.483.416.62.3735.238.9±2.8635.5±1.20対照1.7 

0.909 125.419.7-13.9740.438.517.77.682.917.12.7040.544.8±3.7636.6±0.487ppm1.7 

0.910 125.219.4-13.7440.538.220.97.184.715.32.4533.737.5±2.8436.3±1.1222ppm1.7 

0.890 124.519.5-13.4140.837.718.27.885.314.72.2631.933.0±5.1834.7±1.12対照1.3 

0.958 124.918.5-12.9341.138.023.58.285.114.92.6735.939.5±4.6934.8±0.667ppm1.3 

0.947 124.916.9-11.8241.838.923.19.585.414.62.5633.837.1±5.8733.8±0.8022ppm1.3 

0.862 125.013.5-9.4642.838.519.96.886.014.02.3429.132.9±1.8233.0±0.507ppm1.0 
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図４ 各試験区間での地上部生体重への影響 図５ 各試験区間での硝酸イオン濃度への影響

表２ Ｓｉ濃度及びＥＣ(培養液濃度)の違いによる生育及び硝酸イオンへの影響

図６ 期間中のｐＨ・ＥＣの経時変化


